A STUDY OF THE DEVELOPMENT OF VISUAL PERCEPTION : ON THE QUASI-Φ PHENOMENON by 浅田, ミツ
阪市大家紀・第7巻 (lgs9)
視知 覚 の発 達 心理学的研究
一準 ψ 現 象について ー
浅 田 、、 ツ
-145ー
A STUDY OF THE DEVELOPMENT OF VISUAL PERCEPTION 
01 THE QUASI・ψPHEIOMEIOI
By MITSU ASADA 
序 論
児童の心身発達lζ対しては，従来多くの研究がなされている。しかし現代の発達心理学において，
知覚の研究は少く ，甚だ未開拓な分野である。 特lζ仮現運動iζ関する多くの実験は，その殆どが正常
(1. 2. 3) 
な成人を被験者と してなされたものであり，発達的lζ乙れを取り扱ったものは皆無にひとしい。
仮現現象において，刺激が質的に同一である方が，よい運動印象を起すといわれる。
質的同ーの連闘をもっニ組の因子について，その組あわせによる刺激布置を瞬間的に次々と露出す
ると，その一方の質的に同一な関連の優位な方向lζ最適運動作現象)が生起する。 乙の質的関連の
因子としては，形態，色相，明度，彩度等刺激属性の同ーと，閉鎖近接の位置関係があり，質的lζ優位
な因子が他の因子i乙うちかつて類向性の方向にψ現象が生起する。 P.V. Schiller ICよれば，例えば，
第一刺滋a"むをそれぞれ，陪赤色の円，明るい緑の円とし，第二刺激b" b2をそれぞれ明るい赤円
(4) 
暗い緑の円とする時，'P現象はa，→b2，a2→b，の方向tζ生起する。
ε (5) 
丸 一方，伊現象を維持する際iζ成立する関係式 Ko巾 'slaw 'P=f(寸了)は，C. H. Grahamのい
うように正確な函数関係を示すものでないにしても， ζ乙における空間間隔Sの移動に伴って， ψ現
象が影響される ζ とはいうまでもない。
本研究は，Korte's lawと，伊現象における同質刺激の優位性， および Schilerの実験を手がかり
として，実験の第一段階では，同色同形と異色同形，第二段階では，同色同形と同色異形，第三段階
では，同色異形と異色同形と，それぞれ異った組あわせを，一次元空間の刺激布置のもとで，異質刺
滋間の距離を変化させる乙とによって，質的lζ同一な刻滋閣の運動，および質的に異る刺激聞の運動
をどのように知覚するか。又，成人，青年，学童の如き発達段階の差によって知覚のしかたがどのよ
うに相違するかを明らかにしようとするものである。
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実 験
1. 装置 及び手 続
刺滋呈示器として， KYS万能可変刺滋呈示器を採用い光源としてナショナJレ3.8V，O.3A豆球
を刺激暗箱に納めたものを用いた。露出図形は第l図lζ示すような直径 12mmの円と，一辺10.6mm
の正方形で，刺激の色は，マツダ色ガラスフィルターの赤郎ちVでR2A，および育即ちV-B3Bである。
ζの際何れの何れの刺激も光源から13cmの位置で照度24L眠 になるように電圧を調整した。(乙れは
予備実験において，被験者に見えの明るさを等しくさせたと乙ろ，すべての者が異色の浪tl光を困難と
したので，照度計によって明るさを物理的iζ等しくしたのである〉。昔前j滋露出時間(e)，休止時間(p)は
ともに80mふである。刺激は第l図の知く三種の条件下で布置される。 A，B，C何れの条件下でも最初
a.が露出され，00mふ の休止後.a2b2が同時に露出される。 而して被験者I[a.を凝視させ， a2或は b.の
何れかとの仮視連動を知覚する迄連続観察させ何れに運動したかを報告させる。此の際，刺激は暗室
内で被験者の顔面前方誌なmの位置に眼と水平に呈示される。 a.は中央lζ.a2はぬから印mmの位置
i①①日
2日①①
2①①:① 
-12月に行った。
に固定し，b.は変化刺激としてa.から2O-80mmを
l加1mごとに刻まれた7段階の距離で，ア トランダム
iζ示される。刺激の観察は両販でもって行う。
実験回数はみ，b2の位置の交替と， 7段階の各々に
ついて5回宛，計70回をl条件に対して行う。但し，
被験者l名lと対する1日の実験量は原則として l条件
中，工系列とした。
被験者は，成人9名，青年9名(大阪市立西高等学
校2年生)，学童18名(大阪市立堀江小学校6年，4年
2年生各6名)である。彼らは何れも色神i乙異常なく，
視力1.2-1.5であり，予備実験に於て β運動を見る訓
練がなされている。
予備実験は昭和34年7月-9月，本実験は同年9月
結果の処理は，各被験者の反応、にもとづき，三つのク勺レープについて.a.とb.の各距緩段階どとに
反応を次の三種lζ分類した。即ち 1)a.とa2間iζ運動をみたもの.2) a.とb.聞に運動をみたもの，
3) .その他"のもの(例えば，動かないで伺々に点、滋を知覚したもの。 もしくは飛散するような運
動をみたもの等)にわけて，各頻数と百分率を算出した。
以上の処理を実験の各条件どとに行った。更に各条件下における比較刺滋むを， もう一方の比較刺
滋b2年比い ・質的にa.1ζ近いと判定し，むを総括して同質刺激と名付け， 他 (b2)を異質刺滋と仮定
して，上と同J織の処理をした。
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結果及び考察
1. 同質刺激および異質刺激が標準刺激 (al)から等距離の位置に露出された場合の
準タ現象と発遣の関係
1. 同質刺激間a，とa.の運動と異質事IJ;遊間a，とb.の運動について 第l表は標準刺激a，から，比較
刺滋a.，b.が各々印mmの位置に瞬間露出された際，準伊現象がa.，b.の何れに起ったかを発達段階別
lζ示したものである。乙ζでむは既に述べた如くA，B， C各条件どとにb.と比較して，質的により
よぎ竺|成 人 |膏年 |学童
同質問lζ運動を
みたもの
異質問に運動を
みたもの
33(61.1) 
12(22.2) 
36(66.6) 
7(13.∞ 
61(56.5) 
43(39.8) 
その他I9ω7) I以お 4)I 4( 3.7) 
X2=2LOO Tく0.01 ( )内は%
上っている。
a，le::近いと仮定した刺激である。
乙の表から準ψ現象の知覚のしかたは， 発
達段階により明らかな傾向があるといえる。
(x'検定P<O.01)。即ち成人や資年の結果
は "optimalmovementが同質刺激聞に起り
易く異質刺滋聞に起り難い'という一般的法
則性に従った反応を示しているのに， 児童で
は，異質問lζ迎動を知覚するものが約40961ζ
文，a，とb.の誘引が相互に等しく働いているとみられるような葛藤的反応 (乙乙では， "その他"
の項lζ属する反応〉 は， 成人，青年に比べ僅にその%を示すのみである。
ζれらの結果についての解釈，即ち成人や青年の仮現運動の知覚のしかたは，従来の研究結果と一
致して，異質問の運動をみる乙とが非常に少いのに，学童では，成人や青年より明らかに多いという
事については，先づ第ーに従来の此の種の研究が殆ど成人を対象にしている事によるのではないか。
第こには，B条件，c条件において異質刺滋と仮定した弘と，同質刺激と仮定したa，との質的差異が
あいまいである乙と，特にB条件におけるa.の赤円形と，b，の赤正方形の場合は刺激の大きさから云
っても，形態差の弁別が学童にとって困難であった為かもしれない。第三には，もっと積極的な意味
即ち発達段階と恒常;現象の関係*の如き意味があるのかも知れないが，これらの ζ とに関しては， 今
後刺激の大きさ，形態などを変えて研究する必要がある。
合恒常現象と発達の関係については， S. Klimpfingerω が1933年IC彼の実験結果から， "年少になる程恒常現象
を知覚する事が少くなる"旨発表している。 しかし， その後の研究では否定的な結果もあらはれ十分に確認さ
れたものとは云えない。
・.gjl1表以下の表向する引号 S，t 1立制 ω カiKorteの酬にもがいて定式化しq>=f (す)とし
て，後服申C<P= f (十)と改訂したものであり. t =いPである。尚はsは銅間隔， eは露出時間，
PI;t休止時間，そして iは強度である。
2. 実験条件別による同質刺激聞の運動と，実質刺激明の運動について 第一表iζ示した結果を，
各実験条件別lζ検討したものが，第2-第4表である。 A条件では，同色同形聞に反応したもの，異
色同形聞に運動をみたもの，及び "その他・の項への反応別額数の聞には，発達による有意な差が認
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第2表 s及びtが等しい時の準p現象の見え方(A条件)
江町成人|青年i学 童
同色同形里四 |ぱ刀 8)
動をみたの 12(66.7) 19(52.8) 
異色同形fこ間も』ζ逮
動をみ の 3(16.7) 3(16.7) 15(41.7) 
そ の 他 1( 5.5) 3(16.7) 2( 5.6) 
X'==7.56 O.l<Pζ0.2 )内はガ
江町成人 |膏年|学童
同色同形号四! 日但 1)iIJをみたの 12(66.7) 19(52.8) 
同色異形fこ間もIC逮
動をみ の 5(27.8) 3(16.7) 17(47.2) 
そ の 他 2(11.1) 3(16. 7) O( 0) 
X' ==15.19 pく0.01 ( )内は%
第4表 s及びtが等しい時の準宇現象の見え方(C条件)
み司成人 |青年 |学童
動同色異形間もlζ逮 I
をみたの 8(44.4) 12(66.7) 23(63.9) 
異動色をみ同形た聞ものに運 4(22.2) 1( 5.5) 11(30.6) 
そ の 他 6(33.3) 5(27.8) 2( 5.5) 
X'=10.73 pく0.01 )内は%
められない(第2表)。
B条件では，同色同形聞に運動をみるもの
(a" ゐ聞の運動〉は，発達段階によって顕
著な差異を示さないが，同色異形聞に遼動を
みるもの (a"b.聞の見えの運動)の百分比
については，学童は青年の約3倍に達し，逆
lζ "その他"の反応lζ関しては，学童は皆無
であり，成人は1196，青年は約17.$引ζも達し
て，発達段階による統計的差異を示している
(X'検定，ρく0.01)。
第4表のC条件では，同色異形聞に運動を
みるもの (a1とゐ間の運動)は， やはり発達
段階別差差がないが，異色同形聞に運動をみ
るものの百分率については，学童は青年の約
6倍iζ達し， "その他食の反応、は，青年や成
人の祐-%であって，明らかな統計的差異が
認められる (X3検定， ρ<0.01)。
乙の各条件別による結果の解釈は，既述の
等距離刺激聞の運動iζ関する結果の解釈と同
* * * ーである。
... 現在，われわれは. c条件の刺激布置で刺
激の大きさ，明るさ及び定書Eを変化して伺様の
実験を行っているが， a.， a2， bzの面積が本実
iE?ご -:1成人|青年 |学 重|鱒
14(58.4) 12(52.2) 14(58.3) X2==4.18 
両眼 同形聞に運動をみたもの 6(25.0) 11(47.8) 7(29.2) 
筏 0.3O<pくO.日
そ の他 4(16.7) 1( 4.3) 3(12.5) 
16(66.7) 18(75.0) 9(37.5) 
単塁左 間形聞に運動をみたもの
X2==8.71 
5(20.9) 5(20.8) 8(33.3) 
o. 05<p<0. 10 
その他 3(12.5) 1( 4.2) 7(29.2) 
14(58.4) 18(76.0) 12(52.2) X2 ==2.34 
視右 同形間iζ運動をみたもの 7(29.2) 4(16.7) 9(39.0) 
0.30くp<o.日
そ の他 3(12.5) 2( 8.3) 2( 9.0) 
( )内は%
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単眼視の場合は学験の約10倍，照度1日Luxの時には，発達段階による有意差がみられなくなっている。ただ，
重が，成人や青年iζ比べ，間色問 (3，.32) Iζ迩動をみることが少し異色間 (3，.b2) K運動をみる乙とが
多いようである(第5表)。
同質刺激閣の距離を一定にし，異質刺激聞の距離を変化した場合の準ψ現象と発違
? ?
段階の関係
同質京IJ同質刺激間の準ψ現象を見終るm，曜と異質刺激聞に準ψ現象を見始める Be般について
激間 3，と32の運動現象を異質刺激間 3，と b2のどの距離までみたか，発達的にみるために.3，とみ間
の逮動を見終った距離とそれに対する百分比について.cum.必曲線を図示したのが第2図である。第
3図は，異質刺激閣の迎動に移行した距離に対して同様のことを示す。 この両グラフについてみる
と，学童は吠人や背年4ζ比し，反応の仕方が変化刺激b2と標準刺激 3，間の距離に依存する乙とが多
同質刺滋聞に運動現象を知覚し，学童の殆どは，いといえる。却ち.b2と3，の距離が最大である時，
同質問の距離の%になった
ーーーーー成人
ご士:てでで士歯車事
学童
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実質刺激聞に運動をみるものは全くない。異質問の距離が次第に接近し，
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第3図
異質刺激間の運動を見始めた距離のCum.%'曲線
70 60 2.0 10 
第之図
同質刺激聞の運動を見終った距維のCum.%'曲線
50 40 30 20 10 
成人や青年では異質刺激閣の距離が
30mm (同質問のろを)の時には，異質問iζ運動を知覚するものはso-印必であり，最小距厳 (おmm)
の時でさえ，成人は68%.青年は充実6に止まる。
しかるiζ，時には，叩96の者が異質刺激の聞に運動を知覚する。
なお，第2図と第3図を比較する時，学童は青年，成人に比して両グラフの叩m，$ぢ曲線特性の一致皮
が高い。乙の事は成人や青年が，同質刺滋聞の運動知覚から，異質刺激閣の運動知覚に移行するまでに，
の両方lζ分れて動くようにみえたりすることがあるの
( 39 ) 
運動印象が生じなくなったり.3， から 32• b2• 
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に比べて，学童では同質問の運動から直ちに異質問の迩動知覚iζ移行するためであろうと恩われる。
との事を証明するために，質的に異った刺激聞の見えの運動現象が始った距艇と，質的iと同一な刺
滋閣の見えの運動現象が終った距離との相闘を求めた(第6表)。
乙の表における相関係数rは標本に対するものにすぎないので， ζれをもとにして推定母集団の相
第6表 同質刺草世間の逮動を見終った距続と異質刺激間の運動を見始めた鐙読の相関
m与 5JIJ を同質見刺始激め聞た距の離逐の動を相見関終った距離と異質刺激聞の迎動 三相関 (p)の有意差
成 人 r =0.日 0.38 < p < 0.53 X2 =98. 94 
育 年 r =0.52 O. 49 < p < O. 55 
PくO.∞l
学 室 r =0.96 0.955< p < 0.965 
関係数(以下真の値とよぴρで表わす)がOかキ0かを tテストで検定したととろ何れも ρキOであ
った。而して，同質刺激間の運動を見終った距般と，異質刺激閣の運動を見始めた距離の相闘は，学
蜜が成人や青年の約二倍に達し，三相関の聞には統計的に有意な差がみられた。
同質刺滋閣の運動を見終った時の平均距離数，並びに異質刺滋聞の運動を見始めた時の平均距総数
を分類表示すると第7表aとなる。第7表bはとれらの分散および平均について， 発達段階による
差異の有無を検定したものである。検定の結果， 異質刺激聞に迎動を知覚し始める平均距離に関し
ては，各発達段階により明らかな差がみられ，学愛は一番大きく (a1とb2の距離が62.4mm)成人が
ζれに次ぐ。脅年は a1とb2の間隔が最も短くなるまで， 異質刺湯量閣の遼動を知覚しない。文， 学
第7表(a)
??
?
?
?
?
??
?
??
??
?
?
?
?
?
?
ー
??
?
?
?
?
??
?
?
?
??
?
?
?
反応
同質刺滋間の運動を見終
った時の平均短慮
異質刺激間の運動に移行
した時の平均距縫
童
重は乙の際，個人差が少く(不偏分散
O.α))4)成人は最も大きい(不偏分散
0.846)。
2. 条件別による間質刺激間の準伊
5.0 I 6.0 
5.48土0.35I 6.24:t0.幻 現象を見終る距緩と，異質刺激聞に準
3.0 I 5.0 (/J現象を見始める距援について 第4
3.22土0.4815.白土0.02
単位はC血
第 7~受( b ) 同質事j滋悶の運動を見終った距離の平均と爽.
質車1J滋聞の運動を見始めた距離の平均の差
ミ益2ぞ同終質っ刺た距激離閲の速動を見 異始質め束た1J距徴綾閣の巡動を見
平均の差 t 務f比較).. 
成人:青年 0.48 1.02 0.22 2.03. 
成人 :学ilt 0.84 2.97. 1.61 13.19~~ 
青年:学.m 0.76 13.57;. 1.83 91.白川
. P<0.01 ・9くO.C6(F検定〉 分散の差
* p<O.Ol ・p<O.05(t検定)
( 40 ) 
図~第9図lま，第2，第3両グラフの
結果を実験条件別に cum.劣 曲線で示
すものである。第8表はa"a2聞の準
伊現象を見終った距離と，a1> b2聞に
準ψ現象を見始めた距離の発達段階別
相聞と，その有意差を示す。乙れらに
よれば，学童の準¢現象の見え方は成
人や青年より刺滋ぬとb.聞の距離iζ影
響され易いようである。乙の事はB，
C両条件に於て顕著である。文 a1とa2
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第5国
間質刺滋聞の運動を見終った距離のCum.%曲線
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第 7図
異質刺激悶の逮勤を見始めた距援のCum.予4鈎線
(A条件)
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70 
同質京ll~間の運動を見終った距援のCum.ヲ4幽線
(C条件)
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第 9図
異質激車IJf習の運動を見始めた距離のCum.ヲ4曲線
(C条件)
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異質刺激閲の迩動を見始めた距離のCum.X曲線
(B条件〕
第 8図
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a1， 3!閣の運動を見終った距般と3，・b2閲の運動を見始めた距離の相関第8表
a1， a2間の迩動を見終ったl'e常生と3，.b2間の巡動を見始めた距離の相関
A B C 
成 人 r ==0.81 0.55< p <0.93 r =0.94 0.82く p<0. 98 r =0.52 0.03< p <0. 77 
育 主手 O.鴎 O.回くPく0.96 0.59 0.12くp<0.84 O. 16 -0. 29< p <0.82 
学 重 0.83 O.回 (p< 0.91 L∞L∞ 0.90 0.81< P <0. 95 
三有相意関差の X
2=0.536 X2=田.12 X2=7.145 
0.70 <p<o.回 ρ<0.01 0.025< P <0. C忘
で三手E
発品本
何A条件を除いては，聞の運動を見終った距離ιalb.閣の運動を見始めた距離の相関に就いては，
成人が乙れに次ぎ，青年は，特にC
同質問の運動知覚から異質問の運
れも三相関の聞に有意な差がみられ学愛の場合lζ相関度が高く，
条件では全く相関がみられない(第8表)。乙のfJi:は脅年の場合，
動知覚』ζ移行する際， 運動を全く知覚しなかったりする等のそのどちらでもない運動を知覚したり，
反応を示すものが多い事を意味する。
a，. a2聞の運動を見終った時の平均距離.a，. b2聞の運動を見始めた時の平均距離について発達段
その結果，学童は何れの刺階による差異の有無をみたのが，第9表 (a)及び第9表 (b)である。
alとね閣の運動を見終るのが早いととが明らかにされた。即ち，成人滋布置でも成人や青年iζ比し，
は，標準刺激alと比較刺激b2の距離が46-61mmでぬとみ閣の運動印象を見終り， 青年は53-57mmで
これら平均距離の発見終っているのに対して，学童はその距離が62-63mmの時既に見終っている。
( 42 ) 
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第 9表(a) a，. a2簡の運動を見終った距離の平均と t a1 t bz聞の運動を見始めた距離の平均
誌1a1， 32悶の逮勤を見終った時の平均距離 a，. b2間の運動を見始めた時の平均鐙雛A B C A B C 
成 人 5.0 5.0 
6.0 3.0 4.0 4.0 
4.61土0.45 5.47土O.伍 6. 14:!:0. 90 3.∞ :!:O.白 3. 79土0.48 3.57土0.95
脅 年 6.0 
6.0 5.0 4.0 3.0 3.0 
5.67土0.01 5.日:!:0.25 5.28土0.38 3. 84:!:0. 04 3.白土0.48 3.∞土0.69
学 重 6.0 6.0 
6.0 5.0 5.0 5.0 
6.32土0.02 6. 19:!:0. 01 6.25土0.33 4. 9O:!:0. 02 5.18士O.お 5.07土0.25
第 9表(b) a，. a2間の運動を見終った距離の平均と t a1， bz聞の運動を見始めた距車産の平均の差
A B C 諜 平均の差 | t 平均の差 | t 平均の差 | t 
31， a2簡の遂
動を見終った
距綾の差
a，. b2間の遂
動を見始めた
距離の差
成人:青年
成人:学童
青年:学童
成人 :青年
成人 :学童
青年 :学童
-・P<O.Ol
•• P<O.01 
1.叩
1. 71 
O.民
0.84 
1.90 
1.14 
6.97;; 0.03 
15.69';'. O. 72 
5.96ぷ 0.69 
4.06** O. 70 
6.64 .. 1.39 
16.29 .. 2.09 
.pくo.a; (F検定)分散ノ差
・p<o.a;(t検定)
0.18・
4.59.~ 
10.45;; 
4.24 .. 
11.日斗
17.41';. 
0.86 3.95~~ 
O.伺 0.04・
0.94 8.32.. 
0.57 2.04'; 
1.日 6.58';* 
2.07 11.97';'. 
遥段階による差異は，B条件における成人と青年の差およびC条件における成人と学童の差異を除い
て何れも統計的に有意である。尚，学童の場合個人差及び刺激条件差による反応の差異が非常に少く，
成人はそれらの差異が極めて大きい (F検定， t検定P<O.Ol)。学童の場合は，上と全く間ーのこと
が， a，とb2閣の運動を見始めた平均距離に関してもいい得る。即ち学童群は，成人や青年lζ比し，a，と
b.聞の距離がずっと大きい時iとa"b2聞の運動を知覚し始め，他の群との差異が明らかに認められる。
以上Eのl及び21ζ於て得られた結果については，一つに学童の反応は.a，とb2聞の物理的距離に
よって，仮現運動を見る構えそのものが影響されているのではないかと考えられる。その為，仮現運
動の実験に際しては当然強い影響をもっとされる図柄の相違iζ際しでも(7.8) (と ζでは各条件の刺激
の質の差異)，その影響が甚だ少いという結果を得たのではないかとも考えられるが，乙れらは，今
後，様えや注意の問題とともに研究されなければなちない。
鎗 括
( 1) P.V. Schilerの実験に基づき，準ψ現象の見え方を発達的iζ研究した。
(2)被験者は成人，青年，学童の三群である。
(3)標準刺滋に赤円を用い，比較刺激として赤及び育の円形と赤の正方形を用い，tこがいに異った
( 43 ) 
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刺激の組あわせの三刺滋を水平に布置し，質的に同一な刺激閣の距離を一定(印mm)Iζし， 質
的に異る刺激聞の距離をアトラ ンダム(2Q-80mm)IC変化して呈示した。
(4)同質刺滋聞の距離と異質刺激閣の距離が等しい場合，成人や青年では異質聞に準 ψ現象を知覚
するものは極めて少いが，学童では一般的法則lζ反して約40形が異質問に運動を知覚する。
(5 )同質刺滋聞の距離を一定にし，異質刺滋聞の距離を変化させた窃合，学童は準 ψ現象の見え方
が，異質問の物理的距離に依存する ζとが，成人や青年より大きい。
(6)同質刺激閣の運動印象を見終る距離と異質問の運動印象を見始める距離の一致度は，学童が他
のクツレープより明らかに高く，青年の場合は低くて，実験条件によっては全くみられないものも
ある。
(7)異質問の距離が，明らかに大きな場合lζ於てさえ，成人や青年lζ比し，学童は同質刺激閣の連
動を見終って異質刺滋聞に準 ψ現象を知覚する。
(8)学童は他のニ群iζ比し，主事¢現象の見え方lζ個人差が少し又京IJ滋の図柄(色，形)の差異iζ
よって影響されることが少い。
(9 )とれらの結果については，刺激の面積，明るさなどを変化し，一方，被験者の弁別力，構え，
注意等々の点に留意して今後ひきつづき検討されねばならない。
なお本研究lζ対して実験上有益な示唆をお与え下さ喧た本学部中西昇教授， 中華互正幸信教授， 工学部三戸友内教授
並びに三戸研究室の先生方iζ深く感謝致します。又予備実験において児童学研究室卒業生深居知世子，藤原喜美子
両氏の多大の助力を得ました。記して謝意を表します。
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Summary 
This paper is the first report on the experimental studies which were designed to testify 
the correlation between也equasi.~ phenomenon and the mental development. 
Nine stimuli were observed by three groups of adults (9 subjects)， adolescents (9 
subjects) and elementary school children (18 subjects) under.three expermental conditions 
indicated in fig. 1. 
As we expected， the following experimental results were obtained: on the perceptions 
( 44 ) 
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of the quasi-ψphenomenon there wereωme significant differences: 1) The individual 
differ回 ceof the responses in children was less exact than other groups. 2) The perception 
of the quasi.ψphenomenon among these children was influenced remarkably by distance 
between a， and b.・ 3)The correlation between the distance where the recognition of 
the apparent movement of stimuli of same quality terminates and the distance where 
the recognition of the apparent movment of extraneous stimuli begins is higher for school 
children and lower for adolescents. 
This study suggests the necessity of further investigations on the intensity and kind of 
stimulus， the exposure time of stimulus and problem of perceptual attention etc .
( 45 ) 
